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	背景
	26Sプロテアーゼは、ユビキチン化されたタンパク質のATP依存性分解に関与する。調節複合体（ATPase複合体）は、26S複合体にATP依存性と基質特異性を付与する。HIV-1感染の場合、Tatを介したトランス活性化の正の調節因子となる。
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	全レーン：抗PSMC2抗体（1:1000希釈）+C6細胞ライセート

